
 

 

 

 

 

      進級おめでとうございます        
 本年度、進路指導担当になりました、金丸です。みなさんの進路実現に向けて尽力していきま

す。１年間よろしくお願いします。 

 さて、みなさんは３年生となり、中学校生活最後の１年がスタートしました。中学校生活最後

ということは、義務教育を終える１年でもありますね。そして義務教育を終えた先には、一人ひ

とりが自分自身で決めた進む路（進路）が続いていきます。この進路を実現するにあたって、自

らの道を決める、そしてつかむための手助けとなることを願って、この進路だより『羅針盤』を

発行していきます。みなさんは今後このプリントを教室でもらったら、必ず保護者の方に渡して

見てもらってください。そして、その内容について保護者の方と話し合う機会を是非もってほし

いと思います。 
 

進路実現に向けて 
 みなさんはこれまで、１年生・２年生と総合的な学習の時間でキャリア

学習をしてきました。では、この『キャリア』とは何でしょう？ 

 

 

 

 これまで行ってきたキャリア学習も、単に進学先、進路先を決めるということだけでなく、意

思決定の方法やプロセスなども学んできましたよね。つまり、キャリアというのは、みなさんが

歩んでいく人生の中でのあらゆる場面で行う選択や見いだす価値の積み重ねであり、すでにその

ための力を少しずつ付けてきているということです。 

私は、生きることは選択の連続である、と考えています。みなさんにはこの１年をかけて、自

らの力で生き方を選択していくことができるように、必要な能力や態度を身に付け、自分らしい

生き方を実現していくための進路選択をしていってほしいと思います。 

中学 3 年生でのこの進路選択は、自分らしく生きていくための大きな一歩です。たくさん悩み

ましょう。そして、たくさん学びましょう。私もみなさんと一緒に、たくさん学んで、みなさん

の力になれるように精一杯頑張ります。 

 
◎今後、日々たくさん各高校等からチラシが来ます。教室掲示のみのものもあれば、一人ひとりに配布するも
のもあります。学校説明会やオープンスクール、相談会などが案内されている場合もあるので、チラシや各
校の HP で確認していきましょう。そして、これからわからないことや質問したいことがあれば担任の先生
に必ず相談してくださいね。 
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人が、生涯の中で様々な役割を果たす過程で、自らの役割の価値や自分と役割との関係を

見いだしていく連なりや積み重ね 

キャリアの意味 

保護者の皆様 
お子様の進級おめでとうございます。この１年間は義務教育の最終年度として、中学校卒業後に力強く

巣立っていくための準備期間にあたります。『羅針盤』では、進路指導に関するさまざまな情報や提案を

お伝えしていき、学校とご家庭とをつなぐ役割の一助になれるように努めていきたいと考えております。

今後、ご不明なことがございましたら、いつでも学級担任を通じてご相談ください。 

１年間よろしくお願いいたします。 


